
 
 
 

令和４年度事業報告書 
 

Ⅰ 法人の概況 

１．設立年月日 昭和３０年１２月２７日 

  協会は、昭和３０年１２月２７日に(社)福島県畜産会として設立。平成１３年４月１日

に(社)福島県畜産会を存続法人として、(社)福島県家畜畜産物衛生指導協会及び福島県草地

協会を再編統合し名称を(社)福島県畜産振興協会に変更した。平成１４年４月１日に(社)福

島県畜産物価格安定基金協会と統合。更に平成１７年４月１日に(社)福島県畜産公社と合

併した。平成２５年３月２５日福島県知事から公益社団法人への移行許可を得て、平成２

５年４月１日付けで公益社団法人福島県畜産振興協会に移行した。 
 
２．定款に定める目的 

  協会は、畜産経営の安定的向上と良質な畜産物の生産に貢献し、もって安全・安心な食

料を安定的に供給することを目的とする。 
 
３．定款に定める事業内容 

（１）畜産に関する生産の振興及び経営技術の指導に関する事業 

（２）畜産に関する調査・研究、情報の提供に関する事業 

（３）畜産に関する技術・知識の普及啓発、畜産指導員の教育及び養成に関する事業 

（４）肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和 63 年法律第 98 号）に基づく生産者補給金の交

付に関する事業 

（５）肉用牛肥育経営の安定のための肥育牛補てん金交付契約の締結、生産者積立金の積立

て及び肥育牛補てん金の交付に関する事業及びこれに付帯する事業 

（６）家畜及び畜産物の価格安定等に関する事業 

（７）家畜伝染性疾病の予防及び自衛防疫の推進に関する事業 

（８）牧野、草地の維持管理指導に関する事業 

（９）牛の凍結精液及び受精卵の供給に関する事業 

（10）福島県家畜市場の管理運営に関する事業 

（11）養蜂の振興及び家畜人工授精師の資質の向上等に関連する事業の受託 

（12）その他協会の目的を達成するために必要な事業 

  



４．会員の状況 

区 分 
３年度末 

会員数 

令和４年度 ４年度末 

会員数 
備    考 

増 減 

正 会 員 ８２ ０ ０ ８２  

賛助会員 ２ ０ ０ ２  

計 ８４ ０ ０ ８４  

 
５．主たる事務所  福島市南中央三丁目３６番地 
 
６．役員に関する事項 
（１）理 事 

区 分 氏  名 所 属 団 体 年 月 日 

辞任 芳見  茂 福島県 令和4年6月29日 

辞任 佐瀬 初彦 福島県農業共済組合 令和4年6月29日 

就任 安田 宏幸 福島県 令和4年6月29日 

就任 小林 正司 福島県農業共済組合 令和4年6月29日 

辞任 長谷川正市 福島県農業協同組合中央会 令和4年9月16日 

辞任 岡部喜市郎 
全国農業協同組合福島県本部 
（夢みなみ農業協同組合） 

令和4年9月16日 

就任 数又 清市 福島県農業協同組合中央会 令和4年9月16日 

就任 西  幸夫 
全国農業協同組合福島県本部 
（ふくしま未来農業協同組合） 

令和4年9月16日 

 
７．会議の開催に関する事項 
（１）理事会・総会の開催状況 

区 分 開催時期･場所 内     容 

第１回 

理事会 

令和4年6月10日 

県土地改良会館 

(1)令和3年度事業報告書及びに財務諸表の承認について 

(2)役員候補者の補欠選任について 

(3)令和4年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

(4)令和4年度第1回通常総会の開催及び提出議案について 

（付帯決議） 

報告事項 

代表理事・業務執行理事の職務執行状況報告について 



第１回 

通常総会 

令和4年6月29日 

県土地改良会館 
(1)令和3年度度事業報告書及び財務諸表の承認について 

(2)役員候補者の補欠選任ついて 

理事会 

(みなし

決議) 

令和4年9月16日 
(1)定款の変更について 

(2)役員候補者の補欠選任について 

臨時総会 
令和4年10月18日 

県土地改良会館 

(1)定款の変更について 

(2)役員の補欠選任について 

理事会 

(みなし

決議) 

令和4年12月28日 (1)副会長の互選について 

第３回 

理事会 

令和5年3月15日 

県土地改良会館 

(1)令和5年度事業計画(案)及び収支予算書(案)について 

(2)家畜伝染病予防接種の生産者負担金の一部変更について 

(3)令和5年度借入金最高限度額の承認について 

(4)令和5年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

(5)諸規程の一部変更について 

（付帯決議）  

報告事項 

代表理事・業務執行理事の職務執行状況報告について 

 

Ⅱ 事業実施概要 

新型コロナウイルスによる畜産物需要の低迷、子牛価格の下落、さらにロシアによるウク

ライナ侵略などの影響による飼料価格をはじめとした生産資材の高騰により依然として畜産

経営を圧迫するなど危機に直面している。 

このような状況の中、協会としては、畜産農家の経営安定・経営体質強化や経営継続へ

の生産者の努力を支えるため、肉用牛肥育経営安定交付金制度、肉用子牛生産者補給金制

度、衛生対策事業、畜産クラスター事業、原発事故(東京電力)による損害賠償事務、生産技

術の向上対策など県・市町村及び関係団体との連携を図り以下の事業を実施しました。 

 

Ⅲ 事業別実績概要 

１．畜産経営・技術向上支援事業 
（１）畜産経営技術高度化指導事業及び畜産経営技術指導等推進事業 

畜産関係団体や各指導機関等から構成される専門家により、畜産農家等に対し、畜種

別の経営管理や生産技術等に関する支援等を実施したほか、畜産関係団体連絡協議会を

開催し、畜産関係団体の連絡調整及び畜産経営に係る情報を交換し畜産技術の普及活動

を行った。 
また、畜産コンサルタントの資格を有する当協会の職員等が、中央畜産会が運営する

システムを活用し、県内の畜産農家等に対する支援、助言等を行うとともに畜産担い手



の育成確保、地域畜産の活性化を図った。 
・経営分析システムを活用した経営管理支援 

 

【事業の財源】 県 補 助 金 （定額）   1,000,000円 

地方競馬全国協会補助金（定額）11,888,000円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）畜産関係団体連絡協議会開催回数 ５回 （前年度実績３回） 

   うち 配合飼料･生産資材高騰等に伴う緊急支援要望1回 

令和５年度畜産関係事業予算要望1回 

２）支援・指導畜産農家戸数 ３戸 （前年度実績４戸） 

３）馬事普及啓発 

  畜産フェアの参加（盛岡競馬場） 

  ミルクフェアの参加（水沢競馬場） 

  家畜が係わる伝統行事への支援（相馬野馬追・会津まつり） 

 

（２）畜産特別資金推進指導事業（中央畜産会補助事業） 

農畜産業振興機構の補助により利子補給が行われる畜産特別支援資金融通補助事業

の適正かつ円滑な推進を図るとともに、当該資金借受者の経営改善を促進するための指

導、助言を行い、経営再建の支援を図った。 

 

【事業の財源】中央畜産会補助金（定額）  262,928円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）畜産経営改善指導推進協議会の開催 １回  （前年度実績１回） 

２）対象農家の計画作成指導並びに計画達成指導の実施 

ア 借受者戸数  １戸  （前年度実績２戸） 

イ 指導延べ回数 １回  （前年度実績２回） 

 

（３）肉用牛経営安定対策補完事業（農畜産業振興機構補助事業） 

担い手の高齢化等に対応し、肉用牛ヘルパー利用組合等が実施する活動や地域におけ

る優良繁殖雌牛の増頭に対し助成を行った。 

 

【事業の財源】農畜産業振興機構補助金（定額、1/2） 17,362,339円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）肉用牛ヘルパー組合等  ７団体  （前年度実績７団体） 

２）導入補助団体数及び頭数 １団体 2頭 （前年度実績２団体 38頭） 

 

（４）畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業） 

【畜産クラスター関連事業】 



   省力化機械の整備等による生産コストの削減や品質向上など収益力・生産基盤を強化

することにより、畜産・酪農の国際競争力の強化を図るため、地域の収益性向上に必要

な機械のリース導入に対して推進を図った。 

 

【事業の財源】中央畜産会受託金 1,783,482円 

 

≪令和４年度実績≫ 

 １）事業参加要望書 28件  （前年度実績37件） 

２）事業参加申請書 22件  （前年度実績38件） 

 ３）事業執行に係る連絡・調整・取りまとめ等 

 

（５）畜産経営体生産性向上対策事業（ICT化等機械装置等導入事業）及び酪農労働省力化

推進施設等緊急整備対策事業 

    酪農・肉用牛経営におけるICT等の新技術を活用した省力化機器の導入支援、酪農

経営の労働力負担軽減・省力化及び飼養技術の高度化に資するための取組を支援した。 

 

【事業の財源】中央畜産会委託費（定額）285,448円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）事業参加に係る普及啓発等 

 

（６）畜産近代化リース協会貸付事業指導等事業 

畜産近代化リース協会から貸付された機械・施設の利用状況調査及び適切な管理指導

等のアフターフォローを行うとともに事業推進を図った。 

 

【事業の財源】畜産近代化リース協会受託金  207,919円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）利用状況調査指導戸数 4戸 5基  （前年度実績5戸 5基） 

 

（７）畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 (生産基盤拡大加速化事業 (肉用牛)) 

【畜産クラスター関連事業】 

 輸出の拡大に向けて和牛の増産を推進するため、畜産クラスター計画に基づき、取組主

体の構成員が優良な繁殖雌牛を増頭し、輸出に適した和牛肉の増産を図るため増頭実績に

応じた奨励金を交付するため以下の業務を実施した。 

 

 【事業の財源】全国肉用牛振興基金協会 受託金 449,789円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１） 増頭実績 156頭（前年度実績214頭） 



２．情報発信・交流事業 

（１）機関誌の発行 

機関誌「畜産福島」を発刊し、県、市町村、関係団体等に向けて畜産技術の普及活動

や復興等に関する情報を発信した。 

 

≪令和４年度実績≫ 

発行部数 年６回発行  1,200部／回（県内外約270ヵ所へ配布） 

 

（２）地域畜産支援指導体制強化事業 

県内畜産農家の女性担い手が組織する「うつくしま福島畜産 mother's クラブ e-EN」

のＰＲ活動等を支援した。 

   生産者からの相談に応じるため、畜産経営相談窓口を設置した。 

 

【事業の財源】中央畜産会受託金 1,973,327円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１) 意見交換会・講習会 １回 （前年度実績2回） 

２) ＰＲイベント １回 （前年度実績1回） 

３) 研修会 1回 （前年度実績12回） 

４）相談回数 1回 （前年度実績1回） 

 
３．家畜衛生事業 

（１）予防接種事業 

  家畜伝染病発生予防のための予防接種事業 

家畜伝染病の発生及び流行防止のため、国・県の指導のもと、生産者・市町村・関係

団体及び各地域家畜衛生推進協議会による防疫体制の強化を図り、指定獣医師による家

畜伝染病予防接種事業の円滑な推進を図った。 

 

【事業の財源】予防接種生産者負担金 85,126,390円 

 

≪令和４年度実績≫ 

予 防 接 種 名 実施頭数 

豚丹毒（生） 
 0  

（22） 

流行性脳炎・豚パルボ（混） 
81  

（103） 

牛伝染性鼻気管炎（５混） 
10,483  

（10,448） 

牛伝染性鼻気管炎（６混） 
160  

（141） 



牛ヘモフィルス感染症 
10,455  

（10,425） 

アカバネ病 
15,433  

（15,776） 

牛下痢症（５混） 
223  

（276） 

流行性脳炎（馬） 
130  

（148） 

馬インフルエンザ 
301  

（307） 

馬３種混合 
52  

（0） 

計 
37,318  

（37,646） 

（   ）前年度実績 

 

（２）馬伝染性疾病防疫推進対策事業 

  ア 馬防疫強化地域推進対策事業 

競走馬以外の乗用馬に対する馬インフルエンザワクチンの推進を行った。 

  イ 育成馬予防接種推進事業 

    馬飼養形態の多様化及び頻繁な移動時の実態を踏まえ、育成場及び生産地の繁殖牝

馬について予防接種の徹底を図った。 

 

【事業の財源】中央畜産会助成金 1,947,400円 

 

≪令和４年度実績≫ 

対象頭数  341頭  （前年度実績332頭） 

 

（３）自衛防疫強化総合対策事業 

県内の畜産農家を対象として、経済的に大きな被害を与えるアカバネ病の予防ワクチ

ン接種に伴う獣医師技術料を助成した。 

 

【事業の財源】県補助金（定額） 1,305,000円 

≪令和４年度実績≫ 

１）アカバネ病ワクチン接種頭数 15,433頭 （前年度実績15,741頭） 

 

（４）牛疾病検査円滑化推進対策事業 

「牛海綿状脳症対策特別措置法」に基づき、４８月齢以上の歩行困難、起立不能等を

呈した死亡牛及び９６月齢以上の一般の死亡牛の検査と適正処理の推進を図るため、畜

産農家に対して輸送費用を助成した。 



 

【事業の財源】国補助金（定額、1/2） 4,391,799円 

 

≪令和４年度実績≫ 

死亡牛取扱頭数 313頭 （前年度実績326頭） 

 

（５）家畜防疫互助基金支援事業 

口蹄疫等の畜産経営に極めて重大な影響を及ぼす疾病が発生した場合、畜産経営への

影響を緩和するため、発生農場が経営再開までに必要とする経費や殺処分した家畜の焼

却・埋却等に要する経費を支援する仕組みへの加入推進を図った。 

 

【事業の財源】中央畜産会受託金 1,493,435円 

 

≪令和３年度・令和４年度累計≫ 

１）契約締結及び積立金額状況  （令和5年3月末現在） 

区 分 契約戸数 契約頭数 積立金額(円) 

牛 1,311 52,380 8,326,940 

豚 36 117,318 15,784,715 

計 1,347 169,698 24,111,655 

２）対象伝染病：口蹄疫、牛疫、牛肺疫、アフリカ豚熱、豚熱 

 

（６）家畜生産農場衛生支援対策事業 

ヨーネ病、牛伝染性リンパ腫及び牛ウイルス性下痢(BVD)の防疫対策、牛のアカバネ病

の流行防止対策を推進し、家畜の損耗防止を図った。 

 

【事業の財源】国補助金（定額、1/2） 6,161,015円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）ヨーネ病対策       検査頭数   370頭（前年度実績463頭） 

               とう汰推進 2頭（前年度実績1頭） 

２）牛伝染性リンパ腫     検査頭数  1,828頭（前年度実績2,788頭） 

吸血昆虫の忌避・駆除対策 10ヵ所 

（前年度実績7ヵ所） 

３）ＢＶＤ対策         検査頭数  1,126頭（前年度実績1,207頭） 

４）アカバネ病対策  ワクチン接種頭数  8,700頭[補助対象上限頭数] 

（前年度実績8,700頭） 

  ５）飼養衛生指導       指導戸数  6戸（前年度実績4戸） 

 



 

（７）馬飼養衛生管理特別対策事業 

   馬の飼養衛生管理技術等の向上を図るため、整備委員会、講習会及び実態調査を行っ

た。 

 

【事業の財源】中央畜産会受託金 448,661円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）整備委員会 １回  （前年度実績１回） 

２）講習会   １回  （前年度実績1回） 

３）実態調査 

 

（８）家畜防疫・衛生指導対策事業 

地域伝染病発生時の対応を支援するため、会議及び防疫演習、馬伝染性貧血自衛検査

を実施し、地域の自衛防疫体制の充実強化を図った。 

 

【事業の財源】中央畜産会受託金  1,396,183円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）会 議 １回  （前年度実績1回） 

２）防疫演習の開催 ３地域（県北・会津・いわき） 

  ３）馬伝染性貧血自衛検査 9頭  （前年度実績1頭） 

 

４．家畜改良事業 

（１）凍結精液・凍結受精卵供給事業 

家畜及び畜産物の生産や品質の向上、価格の安定を図るため、県及び関係団体との連

携のもと、牛の資質改良に係る優良な凍結精液・受精卵の供給を行った。 

 

【事業の財源】販売手数料収入  

≪令和４年度実績≫ 

 １）凍結精液供給本数 8,348本  （前年度実績6,885本） 

肉用牛7,954本(うち県基幹種雄牛 927頭 うち[勝忠安福628本]) 

乳用牛  394本 

  ２）受精卵供給個数 ８個  （前年度実績13個） 

 

（２）産肉能力平準化促進事業 

全国レベルで肉用牛の産肉能力を向上させる優良な種雄牛を選抜するため、家畜改良

事業団との連携のもと調整交配を実施した。 

 

【事業の財源】家畜改良事業団受託金  110,021円 

 



≪令和４年度実績≫ 

１）調整交配実績頭数38頭  （前年度実績43頭） 

（県北地区9頭、県中地区16頭、県南地区11頭、相双地区2頭） 

 

５．家畜市場管理運営事業 

（１）家畜市場管理運営事業 

福島県家畜市場における公正な家畜取引及び適正な価格形成を確保するため、当協会

が所有する施設等を市場開設者の利用に供し、家畜のせりが円滑に運営できるよう適切

な管理業務を行った。 

 

【事業の財源】施設利用料収入等 50,725,230円 

 

≪令和４年度実績≫ 

畜 種 区分 開設者 回数 日数 上場頭数 

肉用牛 

子牛 

全農県本部 

24 24 
9,011  

（9,128） 

成牛 11 11 
728  

（791） 

乳用牛 

子牛 全農県本部 12 12 
1,378  

（1,533） 

子牛 

県酪農協 

12 12 
2,520  

（2,735） 

成牛 4 4 
146  

（94） 

計 63 63 
13,783  

（14,281） 

（   ）前年度実績 

（２）家畜市場の施設整備 

   家畜市場の施設整備を行い、利便性の向上を図った。 

 
【事業の財源】施設利用料収入等 

 
≪令和４年度実績≫ 

   １）家畜市場の西側門扉の設置 

 
６．価格安定事業 

（１）肉用子牛価格安定事業（肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強化事業） 

肉用子牛価格安定等特別措置法に基づき、肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格、

合理化目標価格を下回ったときに、当協会と肉用子牛生産者補給金契約を締結した肉用

子牛の生産者に対し生産者補給金を交付する事業であるが、当該年度は「乳用種及びそ



の他の肉専用種」の補給金を交付した。 

また、肉用子牛生産者補給金交付業務の適正に実施するため、調査指導事業、肉用子

牛取引情報等の収集を図り、肉用牛経営の安定化に資した。 

 

【事業の財源】農畜産業振興機構補助金（定額）  19,895,300円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１）生産者補給金交付契約者数 1,655人  （前年度実績1,655人） 

  ２）推進会議 １回  （前年度実績0回） 

３）補給金交付頭数 38頭 

 

（２）肉用牛肥育経営安定交付金制度（マルキン制度） 

肉用牛経営の安定を図るため、生産者の拠出（肥育安定基金）と機構の交付金（生産

者：機構＝１：３）により、四半期ごとの肥育牛１頭当たり標準的販売価格が標準的生

産費を下回った場合に、その差額分の９割を交付金として補てんする制度により肉用牛

肥育経営生産基盤の維持に寄与した。 

 

【事業の財源】農畜産業振興機構委託事業 9,673,000円 

 

≪令和４年度実績≫ 

１） 契約生産者 147人  （前年度実績168人） 

２）推進会議 1回    （前年度実績１回） 

３）交付金補填頭数 

                       （単位：頭） 
区 分 肉専用種 交雑種 乳用種 計 

補填交付頭数 
3,232 

（3,047） 

3,126 

（3,096） 

158 

（140） 

6,516 

（6,283） 

（   ）前年度実績 

 

（３）優良肉用子牛生産推進緊急対策事業 
   生産者の生産意欲を維持し、肉用牛の生産基盤の弱体化を防ぐため、肉用子牛の品種

区分毎の平均価格が発動基準を下回った場合に、経営改善計画に取り組んだ者に対し、

販売頭数に応じて奨励金を交付する事業であるが、該当者はなかった。 
 
【事業の財源】農畜産業振興機構補助事業 1,046,140円 

 
≪令和４年度実績≫ 

  １）交付対象者 1,390人 

２）推進会議 2回 

３）奨励金交付頭数 0頭 



 

（４）和子牛生産者臨時経営支援事業 

事業へ参加申込をした肉用牛繁殖経営者の肉用子牛生産者補給金制度個体登録牛で令

和５年１月から１２月に販売した肉用子牛の販売対象期間の平均売買価格が、発動基準

を下回った場合に、当該平均売買価格と発動基準の差額の４分の３を支援する事業であ

るが、令和５年１月～３月販売分の奨励金の交付はなかった。 
 

【事業の財源】農畜産業振興機構補助事業 747,713円 

 
≪令和４年度実績≫ 

  １）交付対象者 1,334人 

２）奨励金交付頭数 0頭 

 

７．その他の事業（相互扶助等事業）について 

（１）草地改良等推進事業 

草地関係資材の斡旋を行った。 

 

（２）養蜂の振興及び家畜人工授精師の資質向上等に関連する事業 

福島県養蜂協会並びに福島県家畜人工授精師協会の受託事務を行った。 

 

（３）野生イノシシ経口ワクチン散布対策事業 

   野生イノシシを介した豚熱のまん延防止に有効な経口ワクチン散布に関する事務を行

った。 

 

（４）損害賠償対策事業 

ＪＡグループ東京電力原発事故農畜産物損害賠償対策福島県協議会の加入団体として、

東電に対する畜産農家等の損害賠償請求のとりまとめ事務を行った。 


